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［プロダクトID問い合わせキー］を入力して、 
［プロダクトID取得］をクリックします。 

［プロダクトID］が取得されたのを確認したら、 
［プロダクトID認証］をクリックします。 

［プロダクトID問い合わせキー］ は 6桁+6桁 です。 

同梱の「ネット認証ライセンス証書（占有）」に記載されています。 

3. 
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 ※ プロダクトIDの取得や認証が正常にできない場合は、 
［インターネット設定］ボタンを押して、プロキシ設定を 
変更してみてください。 

プロダクトID認証のメッセージが表示された場合は、 
［はい］をクリックして、ネット認証ライセンスの認証をおこないます。 

2. 

デスクトップの起動したいプログラムを 
ダブルクリックして起動します。 

1. 

［プロテクト設定］画面が表示された場合は、 
［ネット認証］を選択して、［ネット認証設定］をクリックします。 

新パソコンでプログラムを起動して、ネット認証ライセンス（占有）の「プロダクトIDの認証」をおこないます。 
※ プロダクトIDの認証時は、インターネットに接続された環境が必要です。 

2 プロテクトの認証方法（ネット認証［占有］） 

  
ネット認証ライセンス（占有）のプロダクトID認証手順  
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「ライセンスの認証と解除の設定」画面が表示されます。 

お客様のご利用環境に合わせて、「自動認証時の設定」 
と「自動解除時の設定」を設定してください。 

設定を終えたら、［OK］ボタンをクリックします。 

利用者情報を入力して登録してください。 

 ［利用者情報］ は、プロダクトIDの利用状況（誰が 
使用しているか、どのコンピューターで使用されているか等）
を確認する際に利用されます。 

内線番号やニックネーム、コンピューターの識別名などを入力
してください。 

4. 

 自動解除は、以下の様な使用方法の時に設定します 

事務所内など、常時インターネット接続が可能な環境で 
使用しており、 

・ 複数人でライセンスを使用する場合。 

・ 他のコンピューターでもライセンスを使用する場合。 

・ 商品構成の異なるプロダクトIDを、都度切り替えて 
使用する場合。 

※ 自動解除の設定は、お客様のご判断でご使用くだ 
さい。 

以上で「ライセンスの認証」は完了です。 

ネット認証ライセンス（占有）のプロダクトIDが認証され、 
プログラムが起動します。 

ここでは一旦プログラム右上の「×」ボタンをクリックして、 
プログラムを終了します。 

5. 
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 1 デスクトップのアイコン、または画面右下のタスクバーの 
通知領域アイコンから、「FCアカウント」を開きます。 

 

 

 

 

 2 ［プログラムの更新］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 3 ［マスタ/テンプレートの更新および、製品ごとの修正
プログラムを探す］をクリックします。 

 

 

 

 4 ［その他共通プログラム］をクリックします。 

［補足］ネット認証ライセンスセンターを個別でインストールするには 

ネット認証ライセンス（占有）を利用するためには、ネット認証ライセンスセンターが必要です。 
ここでは、FCアカウントから「ネット認証ライセンスセンター」を個別でインストールする手順について解説します。 
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  5 「プログラム名」から 
［ネット認証ライセンス］をクリックし、 
［ネット認証ライセンス プログラム］を 
クリックします。 
 

 

 

 6 ［ネット認証ライセンス FCNCLSetup- 
〇〇〇.exe］をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 7 画面右上に「ダウンロード」欄が表示されるので、 
［ファイルを開く］をクリックします。 

 

 

 

 

 8 インストール画面が表示されます。 
表示される画面に従って、 
ネット認証ライセンスセンターをインストールします。 
表示される画面は、異なる場合があります。 
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  9 ［使用許諾契約の全条項に同意します。］を 
クリックし、［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 10 

 
インストール先を確認して、［次へ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 11 

 
［インストール］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 12 

 
［完了］をクリックします。 

 




